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中年層が期待する高齢期の食生活について

森政淳子　（女子栄養大・院）

　目的　30～64歳の中年層を対象に、
１子世帯との生活分離の傾向が食事にも示されていることの確認をする。§

性役割の規範意識と実際の行動について明らかにする。
　上記のそれぞれについて、地域差の有無を確認する。
　方法
　1996年５～７月、千葉県の衛星都市と山梨県の山村において、留め置
き法で質問紙による調査を行った。統計的検定はカイニ乗検定及び母比き法で質問紙による調査を行っ

率の差の検定を行った。
　結果
①両地域とも生活分離の傾向が①両地域とも生活分離の傾向が食事に関しても示され、その比率は先行
研究より高串であった。さらに、都市部では、山村より食事を含めた生
活分離の傾向は大きいことが示された。
また、山村では高齢時に子世帯との別居を望むものほど、食事に関して、山村では高齢時に子世帯との別居を望むものほど、食事に関して

世帯との分離の意向を示していた。
地域とも食事づくりついては根強い性役割が見られた。しかし家事
の質・量的内容の違いから、山村の方が性役割の規範が緩やかで可
であると思われる。さらに、両地域ともこれらの規範に疑問を示す

見があがった。

IQp～3 高齢患者の在宅療養における家族介護体制をマネージメントするキーパーソ

ンに関する事例研究　　　　　　　林葉子（お茶女大・院）

目的：高齢患者の在宅療養ケアプランを作成時、専門家の助言を参考に高齢患者・主介護

者・他の家族（親族）の意見を調整する役割をもつキーパーソンに焦点を当て、キーパー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･‾　　　　-　- -W-　ﾐｰ-皿ﾀ_』ミ四P¶　●W‾“¶’●･/¶･･f-「---f　　’---’FIw’¨･’-　　---ｿﾝがケアプラン作成に与える影響を探る。方法:1995年10月～1996年6月、1997年10月

～11月に在宅療養を実施している27例の65歳以上の高齢患者の在宅介護状況を観察し、さ

らに高齢患者とその家族に面接調査を行った。結果：①キーパーソンには２つのタイプが

ある:1.高齢患者の介護に実際に携わるタイプ；このタイプはキーパーソンが主介護者で

ある事例が多い。2.口（場合によっては経済力）だけを出すタイプ；このタイプはキーパ

ーソンが高齢患者の長男である事例が多い。②キーパーソンと高齢患者、主介護者の関係

には３つのタイプがある:1.キーパーソンが独立しているタイプ。2.キーパーソン＝高齢
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患者であるタイプ。3.キーパーソン＝主介護者であるタイプ。③もっとも多かったのはキ

ーパーソン＝主介護者のタイプであった。④キーパーソン＝主介護者の事例では在宅介護

の方針はすぐに決定できた。⑤キーパーソン＝高齢患者のタイプは高齢患者に経済力があ

った。⑥キーパーソンが高齢患者の息子の場合（キーパーソンが独立しているタイプ）は

主介護者（嫁）にキーパーソンが協力的な事例では、主介護者の精神的負担感は少なかっ

た。⑦キーパーソンが不在の事例では退院時に在宅への移行がスムースにいかなかった。
　-V　W　●　　　　・　　’●甲-’　7㎜･y　・　・　-==結論：①ケアプラン作成には家族内の意見を取り纏めるキーパーソンの力が必要である。

また、キーパーソンは主介護者の対処行動にも影響を与えていた。従って主介護者への精

神的・物理的援助をキーパーソンに促すことは在宅療養の円滑な実施の鍵となる。
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